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中
央
図
書
館
の
入
館
ゲ
ー
ト
を
通
っ
て
、

右
に
向
か
っ
て
歩
い
て
い
く
と
前
方
に

『
国
際
機
関
資
料
室
』
と
い
う
文
字
が
見

え
る
。
一
見
、「
敷
居
が
高
い
な
」
と
い

う
感
じ
の
ガ
ラ
ス
扉
を
抜
け
、
資
料
室
を

取
材
し
た
。
国
際
機
関
資
料
室
副
課
長
の

須
田
由
加
利
さ
ん
か
ら
説
明
を
受
け
、
室

内
を
案
内
し
て
い
た
だ
い
た
。

　

『
国
際
機
関
資
料
室
』
は
、
１
９
７
９

年
12
月
に
指
定
さ
れ
た
『
Ｅ
Ｃ
資
料
セ
ン

タ
ー
』（
２
０
０
６
年
10
月
か
ら
『
Ｅ
Ｕ

情
報
セ
ン
タ
ー
』
に
名
称
変
更
）
と
、
１

９
９
４
年
６
月
に
指
定
さ
れ
た
『
国
連
寄

託
図
書
館
』、
そ
れ
に
２
つ
の
機
関
以
外

の
国
際
機
関
資
料
も
収
集
す
る
よ
う
に
し

て
、
１
９
９
５
年
４
月
に
開
設
さ
れ
た
。

　

『
Ｅ
Ｕ
情
報
セ
ン
タ
ー
』
は
、
欧
州
委

員
会
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
資
料
室
で
、

ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
に
あ
る
欧
州
委
員
会
出

版
部
が
発
行
す
る
官
報
、
条
約
、
年
次
報

告
書
、
月
例
報
告
書
、
統
計
資
料
な
ど
の

Ｅ
Ｕ
の
公
式
資
料
や
各
政
策
分
野
に
つ
い

て
の
広
報
資
料
を
所
蔵
し
て
い
る
。

　

世
界
中
に
約
５
０
０
ヵ
所
設
置
さ
れ
て

お
り
、
日
本
国
内
で
は
、
19
校
の
大
学
に

設
置
さ
れ
て
い
る
。
中
央
大
学
の
『
国
際

機
関
資
料
室
』
も
認
可
を
受
け
て
指
定
さ

れ
、
そ
の
中
の
１
校
と
な
っ
た
。

　

一
方
、『
国
連
寄
託
図
書
館
』
は
、
国

連
の
文
書
や
刊
行
物
を
収
受
、
所
蔵
し
て
、

地
域
の
方
々
に
開
放
し
て
い
る
図
書
館
で
、

日
本
で
は
14
の
図
書
館
、
そ
の
う
ち
大
学

図
書
館
は
中
央
大
学
を
含
む
９
校
が
国
連

寄
託
図
書
館
と
し
て
の
許
可
を
得
て
い
る
。

　

Ｅ
Ｕ
情
報
セ
ン
タ
ー
と
国
連
寄
託
図
書

館
の
両
機
能
を
併
せ
た
中
央
大
学
の
『
国

際
機
関
資
料
室
』
に
近
い
形
の
資
料
室
が

あ
る
の
は
、
東
京
大
学
、
北
海
道
大
学
、

西
南
学
院
大
学
、
日
本
大
学
、
琉
球
大
学

な
ど
全
国
で
も
僅
か
な
数
し
か
な
く
、
と

て
も
貴
重
な
資
料
室
な
の
だ
。

　

現
在
、
書
庫
や
書
棚
に
蔵
書
さ
れ
て
い

国
連
、Ｅ
Ｕ
な
ど
の
資
料
約
２
６
０
０
０
点

全
国
の
大
学
で
も
数
少
な
い
„
宝
庫
“

国
連
、Ｅ
Ｕ
な
ど
の
資
料
約
２
６
０
０
０
点

全
国
の
大
学
で
も
数
少
な
い
„
宝
庫
“

国
連
、Ｅ
Ｕ
な
ど
の
資
料
約
２
６
０
０
０
点

全
国
の
大
学
で
も
数
少
な
い
„
宝
庫
“

中
央
図
書
館
の
国
際
機
関
資
料
室

中
央
図
書
館
の
国
際
機
関
資
料
室

中
央
図
書
館
の
国
際
機
関
資
料
室

中
央
大
学
に
は
、
全
国
の
大
学
の
中
で
も
誇
れ
る
施
設
が
い
く
つ
も
あ
る
が
、
そ
の
ひ
と
つ
が
中
央
図
書
館
内
に

あ
る
『
国
際
機
関
資
料
室
』
だ
。
国
連
や
Ｅ
Ｕ
を
は
じ
め
国
際
機
関
が
発
行
す
る
報
告
書
、
統
計
資
料
な
ど
約

２
６
０
０
０
点
が
そ
ろ
っ
て
お
り
、
全
国
の
大
学
で
も
数
少
な
い
文
字
通
り
の
„
宝
庫
“
だ
。

国際機関資料室入口

受け付け
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る
資
料
数
は
、
Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｉ
Ｓ(

中
央
大
学

図
書
館
蔵
書
検
索
シ
ス
テ
ム)

に
登
録
し

て
い
る
資
料
だ
け
で
も
約
２
６
０
０
０

点
に
も
及
ぶ
。
毎
日
の
よ
う
に
自
動

的
に
送
ら
れ
て
く
る
国
連
や
Ｅ
Ｕ
の

資
料
を
は
じ
め
、
Ｗ
Ｂ
（
世
界
銀
行
）、

Ｉ
Ｌ
Ｏ
（
国
際
労
働
機
関
）、
Ｉ
Ｍ
Ｆ

（
国
際
通
貨
基
金
）、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界

保
健
機
関
）、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
（
東
南
ア

ジ
ア
諸
国
連
合
）
な
ど
の
国
際
機
関

が
発
行
す
る
資
料
も
収
集
し
て
い
る
。

　

そ
の
他
、
国
連
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
や
Ｉ

Ｌ
Ｏ
の
会
議
資
料
・
委
員
会
資
料
な
ど
、

Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｉ
Ｓ
に
登
録

し
て
い
な
い
資
料
も

所
蔵
し
て
い
る
。
Ｗ

Ｂ
と
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
資
料

が
特
に
利
用
が
多
い

そ
う
だ
。

　

資
料
室
は
、
中
央

大
学
の
学
生
や
研
究

者
だ
け
で
は
な
く
、

一
般
市
民
も
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
資
料
室
で
は
資
料
の

閲
覧
や
コ
ピ
ー
、
そ
れ
に
一
部
資
料
を
除

い
て
６
冊
ま
で
館
外
貸
し
出
し（
15
日
間
）

し
て
い
る
。
国
際
機
関
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
閲
覧
も
で
き
る
。

　

ま
た
、
数
多
く
あ
る
国
際
機

関
の
資
料
の
探
し
方
が
分
か
ら

な
け
れ
ば
、
ス
タ
ッ
フ
が
レ

フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
で
教
え

て
く
れ
る
。
探
し
て
い
る
資
料

が
資
料
室
に
な
い
場
合
は
、「
他

大
学
に
相
談
し
て
必
要
箇
所
の

コ
ピ
ー
を
取
り
寄
せ
た
り
、
場

合
に
よ
っ
て
は
所
蔵
の
あ
る
他

機
関
を
ご
紹
介
し
て
直
接
行
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
」（
須
田

さ
ん
）
と
い
う
。

　

昨
年
度
の
資
料
室
の
利
用
者
数
は
８
１

４
人
。
２
０
０
５
年
度
に
は
１
２
２
０
人

の
利
用
者
が
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
近
年

は
減
少
傾
向
に
あ
る
。
こ
の
原
因
に
つ
い

て
須
田
さ
ん
は
「
多
く
の
国
際
機
関
資
料

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
入
手
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
か
ら
、
わ
ざ
わ
ざ
来
室
す
る
方
は

減
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
」
と
話
す
。

　

資
料
室
で
は
、
国
際
機
関
の
資
料
を
提

供
す
る
サ
ー
ビ
ス
以
外
に
、
毎
年
５
月
か

ら
６
月
に
か
け
て
、
日
・
Ｅ
Ｕ
フ
レ
ン
ド

シ
ッ
プ
ウ
イ
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
「
Ｅ

Ｕ
ク
イ
ズ
」
を
行
っ
て
い
る
。
簡
単
な
ク

イ
ズ
に
答
え
る
と
、
Ｅ
Ｕ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

グ
ッ
ズ
を
入
手
で
き
る
も
の
で
、
こ
う
し

た
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
、
資
料
室
の
活
用

を
促
し
て
い
る
。

　

資
料
室
の
開
館
時
間
は
９
：
30
〜
17
：

00
（
土
曜
日
は
９
：
30
〜
12
：
00
）
で
、

中
央
図
書
館
と
は
異
な
る
の
で
注
意
が
必

要
だ
。

　

須
田
さ
ん
は
、「
お
探
し
の
統
計
や
文

書
が
あ
れ
ば
、
ま
ず
窓
口
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
お
探
し
の
資
料
が
１
０
０
％
見
つ

か
る
と
は
断
言
で
き
ま
せ
ん
が
、
最
大
限

の
努
力
を
も
っ
て
お
探
し
い
た
し
ま
す
」

と
語
り
、「
こ
の
記
事
を
読
ん
で
、『
国
際

機
関
資
料
室
っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ
だ
ろ

う
』
と
思
わ
れ
た
ら
、
是
非
一
度
来
室
し

て
く
だ
さ
い
」
と
資
料
室
の
利
用
を
呼
び

か
け
て
い
る
。

（
学
生
記
者　

上
田
雄
太
＝
大
学
院
文
学

研
究
科
修
士
１
年
）

資料が詰まった書棚

新着資料コーナー


